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０、はじめに 
皆は、生きている世界の大きさについて考えたことがありますか？ 

興味を持ったことがありますか？地球の周の大きさ、宇宙の大きさを 

予想してみましょう。 

地球の大きさ      宇宙の大きさ 
 （円周は？） 

 

 

 

 

 

 

 

 

紀元前の天文学者たちは、数学を用いてこれらのことを測量するこ

とに対して非常に興味を持ちました。今日からの 3時間で古代の人々

の考えを体感してみましょう。 

 

０－１、現在の宇宙観 

 何億光年のかなたに広がる広大な空間とその中に存在する天体によ

って構成される宇宙。それが現在の宇宙観ですが、はじめからこのよ

うな宇宙観が存在していたわけではありません。 

古代の宇宙観は現在のものとは大きく異なり、各地で様々な考えが

なされていました。それらのいくつかについて見ていきましょう。 
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１、中国の天文学（周髀算経） 

中国の天文学について考えるためには、宿題に出した勾股定理が必

要です。ひとまず、この定理はどのようなものなのかを考えて見まし

ょう。 

（周髀算経：殷代・周代の頃に現れた本） 

 

１－1、勾股定理（勾股法）：事前課題 

原典（周髀算経） 

 

☆どういうことについて書かれているかな？  

 

☆何か類似の定理を知らないかな？ 
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☆勾、股、弦は三角形のどういう部分に対応しているかな？ 

 

１－

 

 上

考え

 

勾： 

股： 
２、地球と太陽の距離について 

述の勾股定理を使い、太陽までの距離について考えた古代中国の

を解釈しよう。（1尺＝10寸） 

4

  

弦： 
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☆作者はどのように考えたのだろう？右図を参考に考えてみよう。

＊参考 髀（＝表＝ノーモン＝竹管）…8尺の日時計   
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☆実際に太陽までの距離は何ｋｍになるかな？ 

計算してみよう。 

＊周代での一里は 405ｍである。古代の中国での太陽までの距離を計

算しよう。 

＊参考 時際の地球から太陽までの距離 

149,600,000 km 

 

 

☆何か疑問点や、感じたことなどはない？ 
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－3、中国の宇宙観 

ほど見た、太陽と地球の距離の測定法での疑問と、右下に提示した

典の一部、左下の図を見て、著者の気持ちになることで、古代中国

の宇宙観が読み取れる。さあ、読み取ろう。  

１

先

原

で
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⇒これを蓋天（がいてん）説と呼ぶ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 
 
 
 

＊参考 地：地球  

天：宇宙にある星や太陽などが張り付いたもの 
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、ギリシアの天文学 
 －地球と太陽の距離について－ 

－１、時代背景 

中国の天文に対する考え方は、原点を解釈することを通して、地表

平面と考えていたことが分かった。古代のギリシアの宇宙観（地球、

陽、月などの動き方）もやはり現在のものとは異なっていた。中国

たんだ。 

そこで、古代のギリシアの宇宙観について書かれているプトレマイ

スの『アルマゲスト』を少し覗いてみよう。 

典（プトレマイオス『アルマゲスト』） 

２

 

 
２

 

を

太

の考えとも異なってい

オ

 

原

 

参考：「天空」とは、「天球」のことである。 

天球って何かな？ 

 

 

☆

天球： 
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て現在は、（実際は）どのように考えら

＊明日について。 

明日は、この古代の宇宙観（天動説）を理解した上で、アリスタルコ

スという古代の天文学者の考えを追体験して行こう。 

 

 

 

 

 

 

 

☆プトレマイオスの考えに対し

れているかな？対比して考えて見よう。 

１、 

２、 

３、 

４、 

 

 

現在の宇宙観        当時の宇宙観 
 

 

 

 

 

 


